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建設産業の担い手確保とイメージアップを図るため、新潟建設産業の担い手確保とイメージアップを図るため、新潟 県土木部、新潟県建設業協会、建設コンサルタンツ協会北県土木部、新潟県建設業協会、建設コンサルタンツ協会北
陸支部及び新潟県測量設計業協会は、中・高校生を対象と陸支部及び新潟県測量設計業協会は、中・高校生を対象と した「土木出張ＰＲ」を４者合同で開催しています。した「土木出張ＰＲ」を４者合同で開催しています。
当協会では、各地域の会員企業が参加し、映像やパンフレッ当協会では、各地域の会員企業が参加し、映像やパンフレッ トを使って測量設計の仕事内容・役割などを説明するととトを使って測量設計の仕事内容・役割などを説明するとと
もに測量機器による測量体験やドローン飛行などの実演をもに測量機器による測量体験やドローン飛行などの実演を 通じて魅力を伝え、将来の担い手確保へと繋げています。通じて魅力を伝え、将来の担い手確保へと繋げています。

「測量の日」を普及・啓発するため、県内の地域振興局の「測量の日」を普及・啓発するため、県内の地域振興局の 16庁舎及び新潟市の８区役所、会員企業の社屋で「測量の日」16庁舎及び新潟市の８区役所、会員企業の社屋で「測量の日」
の横断幕や懸垂幕、タペストリーを一斉掲出して「測量の日」の横断幕や懸垂幕、タペストリーを一斉掲出して「測量の日」 の輪を拡げています。の輪を拡げています。

～未来の担い手 確保に向けて ～

～広がる測量 の日の輪 ～

地域住民の安全・安心な暮らしに向けて、災害が発生した場合、地域住民の安全・安心な暮らしに向けて、災害が発生した場合、
会員企業が被災現場に駆けつけ、復旧復興に向けて現地調査・測会員企業が被災現場に駆けつけ、復旧復興に向けて現地調査・測
量を行っています。量を行っています。
また、災害や新技術に対応できる優れた技術者を育成するため、また、災害や新技術に対応できる優れた技術者を育成するため、
当協会ではさまざまな研修会を行っています。当協会ではさまざまな研修会を行っています。

～安全・安心な暮らしのために ～
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新潟県の測量設計業の発展と向上に貢献 （順不同）

安
全
に
安
心
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て
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る
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に

（
一
社
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県
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量
設
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業
協
会
会
長
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力

県
土
を
測
る
　
未
来
を
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く

村上地域振興局 新潟市西蒲区役所

1989年に当時の建設省が測量法公布40周年を記念し、毎1989年に当時の建設省が測量法公布40周年を記念し、毎
年６月３日を「測量の日」と制定してから、今年で36回目年６月３日を「測量の日」と制定してから、今年で36回目
を迎える。測量や地図は、古くから生活の中に大きく関わを迎える。測量や地図は、古くから生活の中に大きく関わ
り、近年ではスマートフォンやタブレットの普及などにより、近年ではスマートフォンやタブレットの普及などによ
る地図情報の提供のほか、ＩＣＴ技術の進展、国土交通省る地図情報の提供のほか、ＩＣＴ技術の進展、国土交通省
によるｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎの推進などもあり、によるｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎの推進などもあり、
「未来を創る」測量の果たす役割と重要性は今後ますます「未来を創る」測量の果たす役割と重要性は今後ますます
高まっていく。本紙では県内測量業をけん引する新潟県測高まっていく。本紙では県内測量業をけん引する新潟県測
量設計業協会のさまざまな活動を紹介する。量設計業協会のさまざまな活動を紹介する。

6月3日は 測量の日

ＵＡＶ測量実技研修会 十日町市立松代中学校災害現場における現地測量 上越市立中郷中学校

㈱ Ｓ Ｉ Ｃ 桑 原

㈱ ト ク サ ス

新潟県上越国土測量㈱
全国会員数１００社

62 62

ー時を超える羅針盤ー

金井度量衡株式会社

国土交通省登録 ＫＡＮＡＩ ＤＲＯＮＥ SCHOOL 開校中！
URL:www.kanai.co.jp　　TEL:025-283-8800

代表取締役　金　井　利　郎

ドローン・3D技術によりi-Constructionをコンサルします！


